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表紙

開催日時

2025年６月26日（木曜日）
午前10時　受付開始：午前９時

開催場所

当社本店 新木場タワー１階 大ホール
東京都江東区新木場一丁目７番22号
　

議　　案

第１号議案 剰余金の処分の件
第２号議案 取締役（監査等委員である

取締役を除く。）６名選任
の件

第３号議案 監査等委員である取締役４
名選任の件

　

証券コード：9896
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狭義招集

株主各位 証券コード　9896
2025年６月９日

東京都江東区新木場一丁目７番22号

ＪＫホールディングス株式会社
代表取締役社長 青木 慶一郎

１ 当社ウェブサイト  https://www.jkhd.co.jp/
また、上記ウェブサイトのほか、東京証券取引所（東証）のウェブサイトにも掲載しております。

２

東証ウェブサイト（東証上場会社情報サービス）
https://www2.jpx.co.jp/tseHpFront/JJK010010Action.do?Show=Show
上記の東証ウェブサイトにアクセスして、銘柄名（ＪＫホールディングス）または証券コード（9896）を入力・
検索し「基本情報」、「縦覧書類／ＰＲ情報」を選択して、「縦覧書類」にある「株主総会招集通知／株主総会
資料」欄よりご確認くださいますよう、お願い申し上げます。

書面による議決権行使

　

電磁的方法
インターネット等による
議決権行使

　
本招集ご通知とあわせてお送りする議決権行使書用紙に議案
に対する賛否をご表示の上、上記の行使期限までに到着する
よう折り返しご送付いただきたくお願い申し上げます。

後記（4頁）の「インターネット等による議決権行使のご案
内」をご高覧の上、画面の御案内に従って、上記の行使期限
までに議案の賛否をご入力いただきたく申し上げます。

第79期定時株主総会招集ご通知
拝啓　平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
　さて、当社第79期定時株主総会を下記により開催いたしますので、ご通知申し上げます。
　本株主総会の招集に際しては、株主総会参考書類等の内容である情報（電子提供措置事項）について電
子提供措置をとっており、インターネット上の当社ウェブサイトに掲載しておりますので、以下の当社ウ
ェブサイトにアクセスの上、ご確認くださいますようお願い申し上げます。

　なお、当日ご出席いただくほかに、次の何れかの方法により議決権を行使することができますので、お
手数ながら「株主総会参考書類」をご検討いただき、2025年６月25日（水曜日）午後５時20分までに議
決権をご行使下さいますようお願い申し上げます。

敬　具

－ 1 －
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狭義招集

日　　時 2025年６月26日（木曜日）午前10時　受付開始：午前９時

場　　所
東京都江東区新木場一丁目７番22号
当社本店　新木場タワー１階　大ホール（末尾の会場ご案内図をご参照ください。）

目的事項

報告事項
１. 第79期（2024年４月１日から2025年３月31日まで）事業報告、連結計算書類なら

びに会計監査人及び監査等委員会の連結計算書類監査結果報告の件
２. 第79期（2024年４月１日から2025年３月31日まで）計算書類報告の件

決議事項
第１号議案 剰余金の処分の件
第２号議案 取締役（監査等委員である取締役を除く。）６名選任の件
第３号議案 監査等委員である取締役４名選任の件

議決権行使に関する決定事項

記

（１）議決権行使書用紙において、各議案に賛否のご表示がない場合は、賛成の意思表示がなされたものとして取り扱わせて
いただきます。

（２）電磁的方法（インターネット等）により議決権を複数回行使された場合、最後に行われたものを有効な議決権行使とし
て取り扱わせていただきます。

（３）書面による議決権行使と電磁的方法（インターネット等）による議決権行使が重複してなされた場合は、電磁的方法に
よるものを有効な議決権行使として取り扱わせていただきます。

以　上

▶ご出席の際には、お手数ながら議決権行使書を会場受付にご提出くださいますようお願い申し上げます。
▶電子提供措置事項に修正が生じた場合は、上記のインターネット上の当社ウェブサイト及び東証ウェブサイトにおいて掲載させていただきます。
▶書面交付請求をいただいた株主様には、電子提供措置事項を記載した書面をあわせてお送りいたしますが、当該書面は、法令及び当社定款第14条の規

定に基づき、次に掲げる事項を除いております。
①事業報告の「業務の適正を確保するための体制の整備に関する事項及び当該体制の運用状況」　②連結計算書類の「連結株主資本等変動計算書」
「連結注記表」　③計算書類の「株主資本等変動計算書」「個別注記表」
したがいまして、当該書面に記載している連結計算書類及び計算書類は、会計監査人が会計監査報告を、監査等委員会が監査報告を作成するに際して
監査をした対象書類の一部であります。

▶当社では、ご出席の株主様に対するお土産の配布は実施しておりません。何卒ご理解いただきますようお願い申し上げます。

－ 2 －
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議決権行使についてのご案内

株主総会にご出席される場合

日 時 2025年6月26日（木曜日）午前10時（受付開始：午前9時）
議決権行使書用紙を会場受付にご提出ください。

　
インターネット等で議決権を行使される場合

行使期限 2025年6月25日（水曜日）午後5時20分入力完了分まで

パソコン、スマートフォン又は携帯電話から議決権行使サイト（https://www.web54.net）にアク
セスし、議決権行使書用紙に記載された「議決権行使コード」及び「パスワード」をご入力いただき、
画面の案内にしたがって賛否をご入力ください。

　
① 株主様以外の方による不正アクセス（“なりすまし”）や議決権行使内容の改ざんを防止するため、ご利用の株
主様には、議決権行使サイト上で「パスワード」の変更をお願いすることとなりますのでご了承ください。

② 株主総会の招集の都度、新しい「議決権行使コード」及び「パスワード」をご通知いたします。
③ 議決権行使サイトへのアクセスに際して発生する費用（インターネット接続料金・電話料金等）は株主様の
ご負担となります。また、携帯電話をご利用の場合は、パケット通信料その他携帯電話利用による料金が必
要になりますが、これらの料金も株主様のご負担となります。

書面（郵送）で議決権を行使される場合

行使期限 2025年6月25日（水曜日）午後5時20分到着分まで
議決権行使書用紙に議案に対する賛否をご表示のうえ、切手を貼らずにご投函ください。

　

議決権行使についてのご案内

議決権は、以下の3つの方法により行使いただくことができます。

書面（郵送）により議決権を行使された場合の議決権行使書において、議案に対する賛否の表示がない場合は、賛成の
表示があったものとしてお取り扱いいたします。

※ インターネット等により複数回にわたり議決権を行使された場合は、最後に行われたものを有効な議決権行使として取り扱わせて
いただきます。

※ インターネット等と書面（郵送）により重複して議決権を行使された場合は、インターネット等による議決権行使の内容を有効と
させていただきます。

－ 3 －
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インターネット等による議決権行使のご案内

インターネットにより議決権を行使される場合は、パソコン、スマートフォン又は携帯電話から当社の指定する議決権
行使ウェブサイトにアクセスし、画面の案内に従ってご行使くださいますようお願い申しあげます。

議決権行使ウェブサイト　https://www.web54.net

バーコード読取機能付のスマートフォン又は携帯電話を利用して右上の2次元コードを読み取り、議決権行使ウェブサイトに接続することも
可能です。なお、操作方法の詳細についてはお手持ちのスマートフォン又は携帯電話の取扱説明書をご確認ください。

議決権行使期限：2025年6月25日（水曜日）午後5時20分入力完了分まで

・「次へすすむ」をクリック ・「議決権行使コード」を入力
・「ログイン」をクリック ・実際にご使用になる新しいパスワード

を設定してください
・「登録」をクリック

1   議決権行使ウェブサイトに 
アクセスしてください。

2   議決権行使書用紙に記載された「議
決権行使コード」をご入力ください。

3   議決権行使書用紙に記載された
「パスワード」をご入力ください。

・「パスワード」を入力

※操作画面はイメージです。

以降は画面の案内に従って賛否をご入力ください。

インターネットによる議決権
行使に関するお問い合わせ

三井住友信託銀行 証券代行ウェブサポート 専用ダイヤル
フリーダイヤル 0120-652-031（受付時間 9:00～21:00）

　

機関投資家の皆様へ
　議決権行使の方法として、株式会社ICJが運営する機関投資家向け議決権電子行使プラットフォームをご利用いただけます。

インターネット等による議決権行使のご案内

－ 4 －
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剰余金処分議案

第１号議案 剰余金の処分の件

１ 配当財産の種類

２ 株主に対する配当財産の割当てに関する事項およびその総額

３ 剰余金の配当が効力を生じる日

ご参考

１株当たり
配当金の推移
（単位：円）

　
第73期
2018年度

第74期
2019年度

8
9
17

9
10
19

第75期
2020年度

9
10
19

第76期
2021年度

15

20

35

第77期
2022年度

15

20

5
40 40

第78期
2023年度

15

25

45

第79期
2024年度

20

25

中間期 期末 記念配当

株主総会参考書類

　剰余金の処分につきましては、以下のとおりといたしたいと存じます。

期末配当に関する事項
　当社は、企業体質の強化と今後の事業拡大に必要な内部留保の充実を図るとともに、株主各位への安定
的かつ継続的な利益還元を経営の最重要課題の一つとして位置付けております。
　当期の期末配当につきましては、当期の業績並びに今後の経営環境等を勘案し、以下のとおりといたし
たいと存じます。

金銭といたします。

当社普通株式１株につき 金25円
総額 722,577,625円
なお、当期の中間配当金につきましては１株につき2024年12月3日に20円をお支払いしておりますの
で、当期の年間配当金は１株につき45円となります。

2025年６月27日

－ 5 －
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取締役（監査等委員である取締役を除く。）選任議案

第２号議案 取締役（監査等委員である取締役を除く。）６名選任の件

候補者
番　号 氏　名 現在の当社における

地位及び担当
取締役会への

出席状況

1 あ お

青
き

木
 

 
け い

慶
い ち

一
ろ う

郎 再任
　

代表取締役社長 100％
（23回／23回）

2 よ し

𠮷
だ

田
 

 
あきら

輝 再任
　

代表取締役専務
経営企画本部長兼グループ経営企画室長兼
サステナビリティ推進室長

100％
（23回／23回）

3 お

小
が わ

川
 

 
あ き

明
の り

範 再任
　

取締役 91％
（21回／23回）

4 こ

小
やなぎ

柳
 

 
た つ

龍
お

雄 再任
　

取締役 100％
（23回／23回）

5 た て

舘
ざ き

崎
 

 
か ず

和
ゆ き

行 再任
　

取締役
経営管理本部長兼財務経理部財務担当部長

100％
（23回／23回）

6 よ し

𠮷
だ

田
 

 
たかし

隆 再任
　

取締役特別顧問 100％
（23回／23回）

新任 新任取締役候補者 再任 再任取締役候補者

　取締役（監査等委員である取締役を除く。）（６名）は、本総会終結の時をもって任期満了となりま
す。つきましては、取締役６名の選任をお願いするものであります。
　取締役の候補者は次のとおりであります。

－ 6 －
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取締役（監査等委員である取締役を除く。）選任議案

候補者番号

１
　

あ お

青
き

木
 

 
け い

慶
い ち

一
ろ う

郎 再任
　

生年月日 1967年11月11日生
取締役会への出席状況 100％（23回／23回）
所有する当社の株式数 86,225株
　

候補者番号

２
　

よ し

𠮷
だ

田
 

 
あ き ら

輝 再任
　

生年月日 1986年７月14日生
取締役会への出席状況 100％（23回／23回）
所有する当社の株式数 19,000株
　

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
    1992年    4月 ㈱丸吉（現 ＪＫホールディングス㈱）入社
    2002年    4月 当社営業推進本部営業企画室長兼住宅保証部長
    2003年    10月 ㈱キーテック取締役
    2004年    4月 同社代表取締役専務
    2004年    6月 当社取締役
    2008年    4月 当社取締役管理本部副本部長

ジャパン建材㈱専務取締役管理本部長
    2009年    4月 当社取締役経営管理本部グループ経営企画室長
    2010年    10月 当社専務取締役経営管理本部グループ経営企画室長
    2013年    4月 当社取締役副社長経営管理本部グループ経営企画室長

ジャパン建材㈱取締役副社長
    2014年    4月 当社代表取締役社長経営管理本部長

ジャパン建材㈱取締役（現任）
    2022年    7月 当社代表取締役社長（現任）　

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
    2011年    4月 三井不動産㈱入社
    2011年    6月 三井不動産レジデンシャル㈱出向
    2016年    4月 三井不動産㈱商業施設本部
    2017年    4月 当社入社　グループ経営企画室付室長
    2018年    4月 当社経営管理本部副本部長兼グループ経営企画室長
    2018年    6月 当社取締役経営管理本部副本部長兼グループ経営企画室長

ジャパン建材㈱取締役（現任）
    2018年    10月 当社取締役経営管理本部副本部長兼グループ経営企画

室長兼総務広報部長
    2022年    7月 当社取締役経営企画本部長兼グループ経営企画室長兼

サステナビリティ推進室長
    2023年    4月　当社常務取締役経営企画本部長兼グループ経営企画室

長兼サステナビリティ推進室長
2025年    4月 当社代表取締役専務経営企画本部長兼グループ経営企

画室長兼サステナビリティ推進室長（現任）
　

取締役候補者とした理由
青木慶一郎氏は1992年の入社以来、国内外の販売、製造、企画、管理等、当社グルー
プの主要部門において広く経験を積んだ後、2014年からは当社代表取締役社長として
経営戦略の立案や経営管理全般を指揮、統括しております。当社グループが、「企業
は人　人は心」の精神を忘れず、企業理念である「快適で豊かな住環境の創造」の実
現を果たすためには同氏の強力なリーダーシップが不可欠であることから、引き続き
取締役として選任をお願いするものです。　

取締役候補者とした理由
𠮷田輝氏は、大手不動産会社にて不動産の仕入れ、販売、企画等広く
経験を積み、当社入社後は、その知見を活かしてグループ経営の推
進、改革に取り組んでおります。足元では、当社の伝統とも言える
M&Aの推進や、当社グループの業務運営と一体をなすサステナビリ
ティ課題への対応にもリーダーシップを発揮していることから、引き
続き取締役として選任をお願いするものです。
　

－ 7 －
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取締役（監査等委員である取締役を除く。）選任議案

候補者番号

３
　

お

小
が わ

川
 

 
あ き

明
の り

範 再任
　

生年月日 1969年８月21日生
取締役会への出席状況 91％（21回／23回）
所有する当社の株式数 20,700株
　

候補者番号

４
　

こ

小
や な ぎ

柳
 

 
た つ

龍
お

雄 再任
　

生年月日 1964年10月６日生
取締役会への出席状況 100％（23回／23回）
所有する当社の株式数 14,000株
　

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
    1993年    4月 伊藤忠商事㈱入社
    2006年    4月 当社入社　執行役員営業推進本部副本部長
    2006年    10月 当社執行役員経営本部副本部長兼経営企画室長
    2008年    6月 当社取締役経営本部副本部長兼経営企画室長
    2009年    4月 当社取締役（現任）

ジャパン建材㈱専務取締役
    2010年    10月 同社代表取締役専務
    2013年    4月 同社代表取締役社長
    2019年    4月 同社代表取締役社長執行役員（現任）　

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
    1987年    4月 ㈱丸吉（現 ＪＫホールディングス㈱）入社
    2007年    10月 ジャパン建材㈱合板部長
    2009年    10月 同社執行役員合板部長
    2011年    4月 同社執行役員営業本部副本部長
    2012年    4月 同社取締役
    2013年    4月 同社常務取締役営業本部副本部長
    2016年    4月 同社専務取締役
    2016年    6月 当社取締役（現任）
    2019年    4月 同社取締役副社長執行役員営業本部長（現任）

　

取締役候補者とした理由
小川明範氏は、大手総合商社にて経営管理部門や海外駐在等の業務を通じ、
営業、審査、財務経理等幅広い経験を積んだ後、2006年に当社に入社しま
した。以来、一貫して当社営業部門のトップマネジメントとして、当社の成
長拡大を牽引してきました。2013年以降は、当社グループの中核事業子会
社ジャパン建材株式会社の代表取締役社長執行役員としてリーダーシップを
発揮していることから、引き続き取締役として選任をお願いするものです。　

取締役候補者とした理由
小柳龍雄氏は、1987年の入社以来一貫して営業部門に携わり、当社
グループの成長拡大に貢献してきました。2019年からは当社グルー
プの中核事業子会社ジャパン建材株式会社の取締役副社長執行役員営
業本部長に就任し、名実ともに同社および当社グループの営業の責任
者としての職責を果たしていることから、引き続き取締役として選任
をお願いするものです。
　

－ 8 －
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取締役（監査等委員である取締役を除く。）選任議案

候補者番号

５
　

た て

舘
ざ き

崎
 

 
か ず

和
ゆ き

行 再任
　

生年月日 1961年５月28日生
取締役会への出席状況 100％（23回／23回）
所有する当社の株式数 9,800株
　

候補者番号

６
　

よ し

𠮷
だ

田
 

 
た か し

隆 再任
　

生年月日 1946年11月10日生
取締役会への出席状況 100％（23回／23回）
所有する当社の株式数 711,185株
　

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
    1984年    4月 商工組合中央金庫入庫
    2005年    3月 同庫水戸支店長
    2008年    8月 同庫福山支店長
    2013年    6月 同庫調査部長
    2015年    9月 当社出向経営管理本部財務経理部長付部長

ジャパン建材㈱管理本部長付部長
    2016年    6月 当社取締役経営管理本部財務経理部財務担当部長

ジャパン建材㈱取締役常務執行役員
    2017年    4月 同社常務取締役管理本部長
    2018年    4月 当社取締役経営管理本部副本部長兼財務経理部財務担

当部長
    2019年    4月 同社取締役常務執行役員管理本部長（現任）
    2022年    7月 当社取締役経営管理本部長兼財務経理部財務担当部長

兼総務部長
    2023年    4月 当社取締役経営管理本部長兼財務経理部財務担当部長

（現任）　

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
    1972年    9月 ㈱丸吉（現 ＪＫホールディングス㈱）入社
    1985年    6月 同社取締役
    1986年    6月 同社常務取締役
    1990年    3月 同社代表取締役専務業務管理本部長
    1997年    4月 同社代表取締役副社長
    1998年    10月 当社代表取締役副社長業務管理本部長
    2003年    4月 当社代表取締役副社長最高財務責任者（ＣＦＯ）兼

業務管理本部長
    2006年    10月 ＪＫホールディングス㈱代表取締役副社長

最高財務責任者（ＣＦＯ）兼管理本部長
ジャパン建材㈱取締役（現任）

    2009年    6月 当社代表取締役社長経営管理本部長
    2014年    4月 当社代表取締役副会長
    2016年    6月 当社代表取締役会長
    2022年    6月 当社取締役会長
    2024年    4月 当社取締役特別顧問（現任）

　

取締役候補者とした理由
舘崎和行氏は、政府系金融機関において、支店経営のほか、経営企
画、システム開発、経済調査等幅広い経験を積み、2015年の当社入
社後は、その知見を活かし管理部門の責任者としてリーダーシップを
発揮しております。また、当社グループの経営基盤をより堅固なもの
とするため、ガバナンスの高度化にも注力していることから、引き続
き取締役として選任をお願いするものです。　

取締役候補者とした理由
𠮷田隆氏は、長年にわたり代表取締役として当社の経営を指揮すると
ともに、経営管理面全般の強化に尽力し当社の成長拡大を牽引してき
ました。その実績に加え、建材業界全般にわたる豊富な知識、経験を
有しており、その能力、知見が当社の経営に欠かせないものと判断
し、引き続き取締役として選任をお願いするものです。
　

－ 9 －
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取締役（監査等委員である取締役を除く。）選任議案

(注) 1. 各候補者と当社との間には特別の利害関係はありません。
2. 当社は、取締役青木慶一郎氏、𠮷田輝氏、小川明範氏、小柳龍雄氏、舘崎和行氏及び𠮷田隆氏との間で、会社法第430条の２第１項に規定する

補償契約を締結しており、同項第１号の費用及び同項第２号の損失を法令に定める範囲内において当社が補償することとしております。各候補
者の選任が承認された場合は、各氏との当該契約を継続する予定であります。

3. 当社は、会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険（D&O保険）契約を保険会社との間で締結しており、当社取締役を含む被
保険者がその職務の執行に関し責任を負うことまたは当該責任の追及に係わる請求を受けることによって生じることのある損害を当該保険によ
り填補することとしております。各候補者が取締役に選任され就任した場合は、当該保険契約の被保険者となります。また、当該保険契約は次
回更新時においても同内容での更新を予定しております。

－ 10 －
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監査等委員である取締役選任議案

第３号議案 監査等委員である取締役４名選任の件

候補者
番　号 氏　名 現在の当社における

地位及び担当
取締役会への

出席状況

1 た

田
ば た

端
 

 
ひ ろ

裕
か ず

和 再任
　

取締役　監査等委員 95％
（22回／23回）

2 た に

谷
う ち

内
 

 
ゆたか

豊
再任

社外
　

取締役　監査等委員 95％
（22回／23回）

3 ま つ

松
だ

田
 

 
あ き

昭
ひ ろ

博
再任

社外
　

取締役　監査等委員 95％
（22回／23回）

4 ま つ

松
た に

谷
 

 
み

美
わ

和
新任

社外
　

― ―
（―回／―回）

新任 新任取締役候補者 再任 再任取締役候補者 社外 社外取締役候補者

　監査等委員である取締役（6名）は、本総会終結の時をもって任期満了となります。つきましては監査等
委員である取締役４名の選任をお願いするものであります。
　なお、本議案は、監査当委員会の同意を得ております。
　取締役の候補者は 、次のとおりであります。

－ 11 －
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監査等委員である取締役選任議案

候補者番号

１
　

た

田
ば た

端
 

 
ひ ろ

裕
か ず

和 再任
　

生年月日 1957年4月27日生
取締役会への出席状況 95％（22回／23回）
所有する当社の株式数 2,000株
　

候補者番号

２
　

た に

谷
う ち

内
 

 
ゆ た か

豊 再任

社外
　

生年月日 1956年1月24日生
取締役会への出席状況 95％（22回／23回）
所有する当社の株式数 900株
　

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
1981年    4月 商工組合中央金庫入庫
2008年    4月 同庫池袋支店長
2011年  5月 ㈱キーテック業務管理部長
2011年  6月 同社取締役業務管理部長
2013年    6月 同社常務取締役業務管理部長
2015年  4月 同社常務取締役業務管理本部長
2021年    6月 当社常勤監査役

ジャパン建材㈱常勤監査役（現任）
2023年  6月 当社常勤取締役（監査等委員）（現任）

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
1980年    4月 ㈱富士銀行入行
1996年    4月 同行ヒューストン支店副支店長
1998年11月 同行プロジェクトファイナンス部部長代理
2000年  7月 同行欧州審査部審査役
2006年  3月 ㈱みずほコーポレート銀行国際審査部長
2009年    4月 ㈱モリタ出向
2010年    10月 みずほインターナショナルビジネスサービス㈱専務取

締役
2015年10月 日本光機工業㈱代表取締役社長

㈱ウェイベックス代表取締役会長
2020年  6月 日本光機工業㈱顧問
　　　　　　　当社社外取締役
2023年  6月 当社社外取締役（監査等委員）（現任）

　

取締役候補者とした理由
田端裕和氏は、金融、財務、企業統治等に関する豊富な知識・経験を
当社の経営に生かしていただきたいため、監査等委員である取締役と
して選任をお願いするものです。　

社外取締役候補者とした理由
谷内豊氏は、金融、財務、企業統治等に関する豊富な知識・経験を当
社の経営に生かしていただきたいため、監査等委員である社外取締役
として選任をお願いするものです。　

－ 12 －
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監査等委員である取締役選任議案

候補者番号

３
　

ま つ

松
だ

田
 

 
あ き

昭
ひ ろ

博 再任

社外
　

生年月日 1960年11月5日生
取締役会への出席状況 95％（22回／23回）
所有する当社の株式数 3,100株
　

候補者番号

４
　

ま つ

松
た に

谷
 

 
み

美
わ

和 新任

社外
　

生年月日 1977年2月10日生
取締役会への出席状況 －％（―回／―回）
所有する当社の株式数 ―株
（注）松谷美和氏の戸籍上の氏名は鶴森美和であります。
　

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
1983年    4月 ㈱富士銀行入行
2005年  2月 ㈱みずほコーポレート銀行業務管理部業務推進役
2006年  3月 同行日本橋営業部副部長
2008年  4月 同行富山営業部長
2010年  6月 ㈱クレディセゾン取締役
2018年  3月 同社取締役グローバル事業部長
2020年  3月 同社取締役兼執行役員
2020年  6月 同社顧問

当社社外監査役
2020年  7月 ㈱ZEALS社外取締役（現任）
2023年  6月 当社社外取締役（監査等委員）（現任）
　

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
2006年10月 弁護士登録　フェアネス法律事務所入所
2013年10月 内幸町法律事務所入所
2017年  4月 虎ノ門一丁目法律事務所パートナー（現任）
2021年  2月 ㈱トゥエンティーフォーセブン社外監査役（現任）
2023年    6月 トランス・コスモス㈱社外監査役（現任）

　

社外取締役候補者とした理由
松田昭博氏は、金融、財務、企業統治等に関する豊富な知識・経験を
当社の経営に生かしていただきたいため、監査等委員である社外取締
役として選任をお願いするものです。　

社外取締役候補者とした理由
松谷美和氏は、弁護士としての経験により、企業法務に関する豊富な
経験と幅広い知見を有しております。また、同氏は過去に社外役員と
なること以外の方法で直接会社経営に関与した経験はありませんが、
監査体制の実効的な強化に貢献いただける人材と判断し、監査等委員
である社外取締役として選任をお願いするものです。
　

　

－ 13 －
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監査等委員である取締役選任議案

(注) 1. 各候補者と当社との間には特別の利害関係はありません。
2. 監査等委員である取締役候補者谷内豊氏、松田昭博氏及び松谷美和氏は、社外取締役候補者であります。
3. 松谷美和氏は、旧姓かつ職業上使用している氏名を記載しております。戸籍上の氏名は鶴森美和であります。
4. 谷内豊氏は、本総会終結の時をもって、社外取締役の在任期間は５年であり、松田昭博氏は、社外監査役及び社外取締役として通算の在任期間

は、本総会終結の時をもって、５年となります。
5. 当社は、監査等委員である取締役候補者である田端裕和氏、谷内豊氏及び松田昭博氏との間で期待された役割を十分に発揮できるよう3氏との

責任限定契約を締結 しており選任された場合これを継続する予定であります。また、新任の候補者松谷美和氏においても選任された場合、新た
に責任限定契約を締結する予定としております。
なお、その契約内容の概要は次のとおりであります。
・監査等委員である取締役が任務を怠ったことによって損害賠償責任を負う場合は、会社法第425条第１項の最低責任限度額を限度として、そ
の責任を負う。
・上記の責任限定が認められるのは、当該取締役が責任の原因となった職務の遂行について善意かつ重大な過失がないときに限るものとする。

6. 当社は、監査等委員である取締役候補者である田端裕和氏、谷内豊氏及び松田昭博氏との間で会社法第430条の２第１項に規定する補償契約 を
締結しており、同項第１号の費用及び同項第２号の損失を法令に定める範囲内において当社が補償することとしております。各候補者の選任が
承認された場合は、各氏との当該契約を継続する予定であります。また、新任の候補者である松谷美和氏が選任された場合も新たに当該契約の
締結を予定しております。

7. 当社は、会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険（D&O保険）契約を保険会社との間で締結しており、当社取締役を含む被
保険者がその職務の執行に関し責任を負うことまたは当該責任の追及に係わる請求を受けることによって生じることのある損害を当該保険によ
り填補することとしております。各候補者が監査等委員である取締役に選任され就任した場合は、当該保険契約の被保険者となります。また、
当該保険契約は次回更新時においても同内容での更新を予定しております。

8. 谷内豊氏及び松田昭博氏につきましては、株式会社東京証券取引所の定めに基づく独立役員として届け出を行っておりますが、両氏が監査等委
員である取締役に選任された場合には届出を継続する予定であります。また、松谷美和氏が選任された場合には同様に株式会社東京証券取引所
の定めに基づく独立役員として届出を行う予定としております。

－ 14 －
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監査等委員である取締役選任議案

ご参考 取締役のスキルマトリクス

氏名

スキル

企業経営
経営戦略 業界経験

営業
マーケテ
ィング

製造
技術

国際事業
海外知見

ＨＲ
人事戦略

財務会計
ファイナ

ンス

リスクマ
ネジメン
ト法務

青木慶一郎 ○ ○ ○ ○ ○ ○

𠮷田　　輝 ○ ○ ○

小川　明範 ○ ○ ○ ○ ○

小柳　龍雄 ○ ○ ○

舘崎　和行 ○ ○ ○

𠮷田　　隆 ○ ○ ○ ○

氏名

スキル

企業経営
経営戦略 業界経験

営業
マーケテ
ィング

製造
技術

国際事業
海外知見

ＨＲ
人事戦略

財務会計
ファイナ

ンス

リスクマ
ネジメン
ト法務

田端　裕和 ○ ○ ○ ○

谷内　　豊 ○ ○ ○

松田　昭博 ○ ○ ○

松谷　美和 ○ ○

取締役候補者のスキルマトリクス（本総会において、各取締役候補者が選任された場合）
取締役候補者の主な経験と専門性は、次のとおりであります。（監査等委員である取締役を除く。）

監査等委員である取締役候補者のスキルマトリクス（本総会において、各取締役候補者が選任された場
合）
監査等委員である取締役候補者の主な経験と専門性は、次のとおりであります。

以上
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事業の経過及び成果

Ⅰ　 ＪＫホールディングスグループの現況

(１) 事業の経過及び成果

第78期

3,889 3,932

第79期

（単位：億円）売上高

第78期

78

第79期

73

営業利益 （単位：億円）

第78期

86

第79期

77

経常利益 （単位：億円）

第78期

50 42

第79期

親会社株主に帰属する
当期純利益（単位：億円）

（提供書面）事業報告（2024年４月１日から2025年３月31日まで）

１. 当事業年度の事業概況

　当連結会計年度におけるわが国経済は、良好な企業収益やインバウンド需要の拡大等により緩やかな景気回復
が続きました。その一方で、海外にあってはウクライナや中東の紛争が未だ終息せず、中国も景気低迷から脱す
るに至っておりません。国内経済も原材料価格、物流費及び人件費の上昇による物価高騰等が続いております。
足元では米国の第２次トランプ政権の発足以降、急激な政策変更の頻発による混乱が全世界に波及しており、先
行きの不透明さはむしろその度合いを強めている状況にあります。
　当社グループが属する住宅業界では、建材や住宅設備の価格が上昇していることに加え、2024年問題等から
運賃や労賃も上昇しており、住宅価格は高騰しております。このため、新設住宅着工戸数は低調に推移し、当連
結会計年度で80万戸割れもうかがわれる状況にありました。しかし、2025年３月単月の新設住宅着工戸数が前
年同月比39.1％増と大幅な増加となったことなどにより、当連結会計年度の新設住宅着工戸数は81万戸とな
り、全体でも前期比2.0％増、当社グループが主力とする分野である持ち家も1.6％増、木造も3.6％増となりま
した。ただし、これは2025年４月１日施行の改正建築基準法・建築物省エネ法の施行を前にした駆け込み着工
が多発した結果と推察され、住宅価格の高騰はじめ他の環境に変化があるわけではないことから、依然楽観でき
る状況にはありません。
　このような状況下、当社グループは、前中期経営計画『Further Growth 24』（2022～2024年度）の最終
年度の総仕上げとして、その諸施策の実践に注力しました。営業面では、引き続き在庫水準の適正化に取り組む
のと同時に、価格や機動性を考慮した商材変更の提案、「資産価値が残る家づくり」に向けた付加価値の高い商
材の提案等を推進し、足元のみならず今後の業界環境を見据えた営業活動を強化しております。また、業績不振
の子会社の業務改善やＭ＆Ａによる新分野への進出など、グループ全体の体質の改善・強化に努めております。
　この結果、当連結会計年度における業績は以下のとおりとなりました。
　売上高は3,932億58百万円（前期比1.1％増）と、「ウッドショック」によりレコードを大きく更新した前々
期に次ぐ水準となりました。利益面では、総合建材卸売事業及び総合建材小売事業が、厳しい環境下にかかわら
ず前期を上回る利益を確保したのに対し、合板製造・木材加工事業が前期に続いて大幅赤字となり、全体でも減
益となりました。具体的には、営業利益は73億58百万円（同6.5％減）、経常利益は77億97百万円（同10.1％
減）、親会社株主に帰属する当期純利益は42億83百万円（同15.2％減）です。しかしながら、「ウッドショッ
ク」後の諸要因を織り込んだ期初計画との比較では売上はほぼ計画並み、営業利益と経常利益は計画を５～10％
程度上回る水準となりました。親会社株主に帰属する当期純利益は計画比14.3％減となりましたが、これは、前
期に廃止することを決議した役員退職慰労金の打ち切り支給に伴う未引き当て部分を追加計上したことや、合板
製造・木材加工事業を営む一部子会社についての減損損失を計上したことなどにより特別損失が３億27百万円と
なったことによるものです。

－ 16 －
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事業の経過及び成果

総合建材
卸売事業

売上高 3,244億92百万円
(前期比0.9％増)　

第78期

3,216 3,244

第79期

売上高 （単位：億円）

第78期

68 68

第79期

営業利益 （単位：億円）

営業利益 68億77百万円
(前期比0.5％増)　

　木材や合板等の素材類は需要が引き続き低調であり、その勢いに力強さはありません
が、木材に続いて合板類の市況にも底打ち感が出てきました。その他建材、住宅設備等
の価格上昇は、一旦落ち着きを見せつつありましたが、今後の値上げが予定される品目
も増えております。このような中、中核のジャパン建材株式会社をはじめ各社各様に、
売上のボリュームを確保しつつ、仕入れのコントロールや販売価格の交渉等に努め、売
上は前年同期比増収に転じ、粗利率も上昇傾向を維持していることから、運賃や人件費
の増加を埋めて増益を確保しました。
　この結果、当事業の売上高は3,244億92百万円（前期比0.9％増）、営業利益は68
億77百万円（同0.5％増）とわずかながら増収増益になりました。

合板製造・
木材加工事業

売上高 118億67百万円
(前期比9.3％減)　

第78期

130 118

第79期

売上高 （単位：億円）

第78期

△0.7

△8.0
第79期

営業損失（△） （単位：億円）

営業損失 8億83百万円
(前期は76百万円の損失)　

　当事業の中核を占める株式会社キーテックは、ロシア産輸入単板の入荷停止により主
力のキーラム（ＬＶＬ）事業が苦戦しておりましたが、製造及び営業両面での努力が実
り、前年同期比で増収増益となっております。一方、国産合板は市況軟化の影響から減
収減益となり、同社全体としても減収減益を余儀なくされました。ティンバラム株式会
社は、長引く製品価格下落により厳しい状況が続いております。業績改善に向け、グル
ープ挙げての販売協力や在庫の圧縮、より付加価値の高い事業へのシフト等の企業努力
を継続しておりますが、未だ減収が続いております。来期の黒字転換に向け同社では、
減損損失の計上を含む構造改革を加速することにしております。
　この結果、当事業の売上高は118億67百万円（前期比9.3％減）、営業損失は８億
83百万円（前期は76百万円の損失）となりました。

　セグメントの業績は次のとおりであります。

－ 17 －
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事業の経過及び成果

総合建材
小売事業

売上高 527億95百万円
(前期比5.4％増)　

第78期

501 527

第79期

売上高 （単位：億円）

第78期

10 11

第79期

営業利益 （単位：億円）

営業利益 11億7百万円
(前期比3.4％増)　

　総合建材小売事業につきましては、2024年５月に、大阪府を中心に内装材の販売事
業を営む太平洋建材株式会社を新たに子会社とし、同年12月に、富山県富山市内を中
心に木材・建築資材の販売事業を営む株式会社山田木材を新たに子会社とした一方、同
年10月に、当社連結子会社の株式会社ジェイ・ウインズを同株式会社ハラコーに吸収
合併しました。総合建材小売事業セグメントでは、積極的にＭ＆Ａを推進するとともに
適宜組織再編を実施し、各地得意先の事業承継ニーズに応えながら、グループのネット
ワークをダイナミックに拡大しております。
　この結果、当事業の売上高は527億95百万円（前期比5.4％増）、営業利益は11億
７百万円（同3.4％増）と増収増益になりました。

その他の事業

売上高 41億2百万円
(前期比0.0％増)　

第78期

41 41

第79期

売上高 （単位：億円）

第78期

△１

0

第79期

営業利益又は営業損失（△）（単位：億円）

営業利益 58百万円
(前期は1億41百万円の損失)　

　その他には、建材小売店の経営指導を中心にフランチャイズ事業を展開している株式
会社ハウス・デポ・ジャパンのほか、建設工事業の子会社５社（後述の株式会社大和ビ
ケサービスを含む）、物流関係の子会社等８社及び純粋持株会社でありますＪＫホール
ディングス株式会社の一部事業等を区分しております。2025年１月に、関東圏におい
てくさび式足場施工を営む株式会社大和ビケサービス、その子会社で仮設足場機材及び
環境部材のレンタル・販売事業を営む有限会社ワイビエスを新たに子会社とし、当社グ
ループの事業拡大と基盤拡充を図りました。
　この結果、当事業の売上高は41億２百万円（前期比0.0％増）とほぼ横這いながら、
営業利益は58百万円（前期は１億41百万円の損失）となりました。
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事業の経過及び成果－２

事業区分 会社名 所在地 設備の内容
総合建材卸売事業 通商株式会社 三重県亀山市 事務所倉庫

総合建材卸売事業 物林株式会社 東京都多摩市 賃貸不動産

その他 ＪＫホールディングス株式会社 鳥取県鳥取市 賃貸不動産

総合建材卸売事業 物林株式会社 東京都江東区 賃貸不動産

総合建材小売事業 株式会社ブルケン・ニイガタ 新潟県南蒲原郡 機械設備

事業区分 会社名 所在地 設備の内容
合板製造・木材加工事業 株式会社キーテック 千葉県木更津市 機械設備

(2）設備投資等の状況
　当連結会計年度中において実施いたしました企業集団の設備投資の総額は20億3百万円であります。
① 当連結会計年度中に完成した主要設備

② 当連結会計年度において継続中の主要設備の新設、拡充

③ 当連結会計年度中に実施した重要な固定資産の売却、撤去、滅失
　該当事項はありません。

(3）資金調達の状況
　当連結会計年度は、金融機関からの借入金及びコマーシャル・ペーパーの発行により調達を行っております。

(4）事業の譲渡、吸収分割又は新設分割の状況
　該当事項はありません。

(5）他の会社の事業の譲受けの状況
　該当事項はありません。

(6）吸収合併又は吸収分割による他の法人等の事業に関する権利義務の承継の状況
　該当事項はありません。
(7）他の会社の株式その他の持分又は新株予約権等の取得又は処分の状況
　当社は2024年5月31日付で、太平洋建材株式会社の株式を取得、当社連結子会社のジャパン建材株式会社は同年
12月1日付で株式会社山田木材の株式を取得、同社は株式会社ブルケン関東、株式会社ブルケン・マルタマ及びジャ
パン建材株式会社は2025年1月31日付で株式会社大和ビケサービスの株式を取得しております。

－ 19 －
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財産及び損益の状況の推移

第76期
（2022年3月期）

第77期
（2023年3月期）

第78期
（2024年3月期）

第79期
（当連結会計年度）
（2025年3月期）

売上高 （百万円） 376,120 407,022 388,910 393,258
経常利益 （百万円） 13,111 10,300 8,670 7,797
親会社株主に帰属する当期純利益 （百万円） 8,907 6,686 5,049 4,283
1株当たり当期純利益 （円） 298.63 224.85 174.67 148.18
総資産 （百万円） 224,932 225,408 234,564 222,968
純資産 （百万円） 53,279 57,897 63,107 65,707
1株当たり純資産額 （円） 1,732.16 1,937.49 2,111.68 2,200.84

393,258376,120 388,910407,022

第79期
（2025年3月期）

第78期
（2024年3月期）

第76期
（2022年3月期）

第77期
（2023年3月期）

（単位：百万円）売上高

7,797

13,111

8,670
10,300

第79期
（2025年3月期）

第78期
（2024年3月期）

第76期
（2022年3月期）

第77期
（2023年3月期）

（単位：百万円）経常利益

4,283

8,907

5,049
6,686

第79期
（2025年3月期）

第78期
（2024年3月期）

第76期
（2022年3月期）

第77期
（2023年3月期）

（単位：百万円）親会社株主に帰属する当期純利益

222,968

65,707

224,932 234,564

63,10753,279

225,408

57,897

第79期
（2025年3月期）

第78期
（2024年3月期）

第76期
（2022年3月期）

第77期
（2023年3月期）

（単位：百万円）総資産/純資産
■総資産　■純資産

148.18

298.63

174.67
224.85

第79期
（2025年3月期）

第78期
（2024年3月期）

第76期
（2022年3月期）

第77期
（2023年3月期）

（単位：円）1株当たり当期純利益
2,200.84

1,732.16
2,111.68

1,937.49

第79期
（2025年3月期）

第78期
（2024年3月期）

第76期
（2022年3月期）

第77期
（2023年3月期）

（単位：円）1株当たり純資産額

２. 財産及び損益の状況の推移
(１）企業集団の財産及び損益の状況の推移

(注) １株当たり当期純利益は、期中平均発行済株式総数に基づき、１株当たり純資産額は、期末発行済株式総数に基づき算出しております。
なお、期中平均発行済株式総数及び期末発行済株式総数については、自己株式数を控除して算出しております。
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財産及び損益の状況の推移

第76期
（2022年3月期）

第77期
（2023年3月期）

第78期
（2024年3月期）

第79期
（当事業年度）
（2025年3月期）

売上高 （百万円） 5,939 6,528 6,694 8,027
経常利益 （百万円） 1,776 1,308 888 1,539
当期純利益 （百万円） 2,034 2,676 979 1,449
1株当たり当期純利益 （円） 68.20 90.00 33.87 50.15
総資産 （百万円） 65,536 65,791 66,747 67,892
純資産 （百万円） 26,341 26,917 27,330 27,111
1株当たり純資産額 （円） 883.10 930.68 945.44 938.02

8,027

5,939
6,6946,528

第79期
（2025年3月期）

第78期
（2024年3月期）

第76期
（2022年3月期）

第77期
（2023年3月期）

（単位：百万円）売上高

1,539
1,776

888

1,308

第79期
（2025年3月期）

第78期
（2024年3月期）

第76期
（2022年3月期）

第77期
（2023年3月期）

（単位：百万円）経常利益

1,449

2,034

979

2,676

第79期
（2025年3月期）

第78期
（2024年3月期）

第76期
（2022年3月期）

第77期
（2023年3月期）

（単位：百万円）当期純利益

67,892

27,111

65,536 66,747

27,33026,341

65,791

26,917

第79期
（2025年3月期）

第78期
（2024年3月期）

第76期
（2022年3月期）

第77期
（2023年3月期）

（単位：百万円）総資産/純資産
■総資産　■純資産

50.15
68.20

33.87

90.00

第79期
（2025年3月期）

第78期
（2024年3月期）

第76期
（2022年3月期）

第77期
（2023年3月期）

（単位：円）1株当たり当期純利益

938.02883.10 945.44930.68

第79期
（2025年3月期）

第78期
（2024年3月期）

第76期
（2022年3月期）

第77期
（2023年3月期）

（単位：円）1株当たり純資産額

(２）当社の財産及び損益の状況の推移

(注) １株当たり当期純利益は、期中平均発行済株式総数に基づき、１株当たり純資産額は、期末発行済株式総数に基づき算出しております。
なお、期中平均発行済株式総数及び期末発行済株式総数については、自己株式数を控除して算出しております。
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重要な親会社及び子会社の状況、対処すべき課題、企業集団の主要な事業セグメント

会社名 資本金
（百万円）

出資比率
（％） 主な事業内容

ジャパン建材株式会社 100 100.0 総合建材卸売事業
通商株式会社 490 100.0 総合建材卸売事業
物林株式会社 50 100.0 総合建材卸売事業
株式会社ミトモク 90 100.0 総合建材卸売事業
株式会社銘林 99 100.0 総合建材卸売事業
株式会社ＪＫＩ 50 100.0 総合建材卸売事業
株式会社ＫＥＹ　ＢＯＡＲＤ 20 100.0 総合建材卸売事業
株式会社キーテック 268 95.4 合板製造・木材加工事業
ティンバラム株式会社 92 100.0 合板製造・木材加工事業
株式会社ブルケン・マルタマ 30 100.0 総合建材小売事業
株式会社ハウス・デポ・プラス 10 100.0 総合建材小売事業
株式会社ブルケン関東 30 100.0 総合建材小売事業
株式会社ブルケン東日本 30 100.0 総合建材小売事業
株式会社ブルケン・ウエスト 30 100.0 総合建材小売事業
太平洋建材株式会社 20 100.0 総合建材小売事業

３. 重要な親会社及び子会社の状況
(1）親会社の状況
　該当事項はありません。

(2）重要な子会社の状況

(注) 出資比率は間接保有を含んでおります。

４. 対処すべき課題
(1）経営の基本方針
　当社グループは住宅建築資材の流通業を主要事業とし、「快適で豊かな住環境の創造」という企業理念の下、より
良い住宅資材を、適正価格で、お客様の要望される場所へタイムリーにお届けすることを目標に営業活動を展開して
おります。また、単にモノを販売するだけでなく、お取引先である建材販売店や工務店などに経営のノウハウを提供
することで、お取引先との共存共栄を図る仕組みづくりにも取り組んでおります。
　純粋持株会社である当社がグループの経営管理機能を一段と強化し、事業展開の判断の迅速化と経営の透明性の向
上に努めるとともに、グループ各社が連携して高い総合力を発揮できる企業グループを形成し、株主価値の更なる向
上を目指したグループ経営を推進してまいります。
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重要な親会社及び子会社の状況、対処すべき課題、企業集団の主要な事業セグメント

(2）中期経営計画（2025年度～2027年度）の取り組み
　前期のわが国経済は「穏やかなインフレ」の定着に向かい経済好循環の兆しが垣間見える一方で、構造的な人口減
少と高齢化の進行などの社会課題に加え、世界的な経済情勢の変化など、依然として先行き不透明且つ不確実性が高
い状況が続いております。
　そのような不安定な経営環境が継続するものと見込まれる中で、当社グループは中核事業である建築資材流通事業
のシェア拡大と事業領域の拡張を通じた成長拡大路線を堅持しつつ、2030年度をターゲットイヤーとした『Brand-
New JKHD 2030』に向けて、第二フェーズにあたる2025～2027年度を「価値提案によるパートナーとの結びつ
き強化」を実現するフェーズとして『Value Proposition 27』を策定いたしました。
① 基盤事業の強化

　中核事業と位置付ける木質建材流通事業における更なるシェア拡大を目指した積極的拡販施策の実施と同時
に、グループ内における各種経営合理化施策の推進

・社会環境の変化に対応する新たな価値提案の推進
・全体最適視点での業務改革の推進
・Ｍ＆Ａを通じた拠点整備と経営合理化を目的とした組織再編

② 事業領域の拡張と深耕
　木質建材流通にとらわれない新たな商材・業態への挑戦と、海外マーケットにおける建材卸売事業の拡張

・製造業、工事業、ＥＣ事業等の既存隣接事業の収益最大化
・ワンストップ体制構築と木質建材にとらわれない周辺建築資材の拡販
・海外建材卸売事業の拡張

③ 持続可能な経営基盤構築
　持続可能な社会実現に向けた脱炭素への取組みを継続すると共に、社会の公器として高いレベルでのコンプラ
イアンス意識の醸成と様々なステークホルダーとのリレーションシップ強化

・取締役会の実効性向上を通じたガバナンス強化とコンプライアンス徹底
・業務効率化とレジリエントな運営を目指したＩＴシステム・インフラ整備
・ステークホルダーコミュニケーションの強化と透明性向上
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重要な親会社及び子会社の状況、対処すべき課題、企業集団の主要な事業セグメント

④ 人的資本経営の実践
　経営戦略を確実に実行するための人材育成と「働きがい（働きやすさ＋やりがい）」を追求した組織運営基盤
の構築

・基礎教育プログラムの充実によるスキル底上げ
・【自立・協働・共創型人材】の育成
・人材ポートフォリオの可視化及び育成方針策定
・グループ全体を含めた経営理念浸透と「当社らしい」良好な企業風土醸成

事業区分 売上区分 主要商品及び製品

総合建材卸売事業

合板 ラワン合板、針葉樹合板、雑木合板等

合板二次製品 木質内装材、化粧合板、床材、天井材、外装材等木質系建材

建材 石膏ボード、パーチクルボード、ハードボード、サイディング、断熱材、床
材、壁面材、天井材等非木質系建材

住宅機器 玄関ドア、下駄箱、階段、収納セット、家具、キッチン、洗面化粧台、浴
槽、トイレ用品、窓周り商品、照明器具、家電製品等

その他 建築工事請負

合板製造・木材加工事業 合板等 針葉樹合板、構造用LVL（単板積層材）、構造用集成材、2×4パネル

総合建材小売事業

合板 ラワン合板、針葉樹合板、雑木合板等

合板二次製品 木質内装材、化粧合板、床材、天井材、外装材等木質系建材

建材 石膏ボード、パーチクルボード、ハードボード、サイディング、断熱材、床
材、壁面材、天井材等非木質系建材

住宅機器 玄関ドア、下駄箱、階段、収納セット、家具、キッチン、洗面化粧台、浴
槽、トイレ用品、窓周り商品、照明器具、家電製品等

その他 建築請負工事

その他 その他 フランチャイズ事業、不動産賃貸業、倉庫及び運送業、
建設工事業、旅行業、保険代理業、住宅ローン仲介業、EC事業、管理事業

５. 企業集団の主要な事業セグメント（2025年３月31日現在）

　当連結グループの事業区分は、建築資材を商社及びメーカー等から仕入販売している総合建材卸売販売事業と合板
を製造販売、木材を加工販売している事業、建築資材を小売販売している総合建材小売事業及びその他に区分してお
ります。
　各事業区分の主要商品及び製品は以下のとおりであります。
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企業集団の主要拠点

ジャパン建材株式会社

本　社 東京都江東区

営業部
首都圏第一営業部（東京都）、首都圏第二営業部（神奈川県）、首都圏第三営業部、首都
圏第四営業部（以上埼玉県）、首都圏第五営業部（東京都）、関東営業部（群馬県）、東
北営業部（宮城県）、北海道営業部（北海道）、中部営業部（愛知県）、関西営業部（大
阪府）、中国営業部（広島県）、四国営業部（愛媛県）、九州営業部（福岡県）

営業所 各営業部の傘下に、北は北海道から南は沖縄まで、95の営業所等があります。

通商株式会社

本　社 大阪府大阪市北区

支　店
大阪第一・第二支店、鳥飼支店、泉北支店（以上大阪府）、加古川支店、西宮支店（以上
兵庫県）、木津川支店（京都府）、東海支店（愛知県）、福岡支店、久留米支店（以上福
岡県）、鈴鹿支店（三重県）、四国支店（愛媛県）、山口支店（山口県）、熊本支店（熊
本県）、倉敷支店（岡山県）、東京支店（東京都）

物林株式会社
本　社 東京都江東区

営業部 木材営業部、住環境システム部、国産材事業推進部、環境・景観事業部、建設事業部、ラ
ンドスケープ事業部（以上東京都）、国産材営業部、建設資材営業部（以上北海道）

株式会社ミトモク
本　社 茨城県水戸市

営業所 日立営業所、土浦営業所（以上茨城県）、鹿沼営業所（栃木県）

株式会社銘林

本　社 東京都江東区

営業所

水戸営業所（茨城県）、群馬営業所（群馬県）、千葉営業所（千葉県）、長野営業所、松
本営業所（以上長野県）、新潟営業所（新潟県）、郡山営業所（福島県）、仙台営業所
（宮城県）、盛岡営業所（岩手県）、秋田営業所（秋田県）、札幌営業所（北海道）、清
水営業所（静岡県）、東京営業所、江東営業所（以上東京都）、埼玉営業所（埼玉県）、
神奈川営業所（神奈川県）

株式会社キーテック
本　社 東京都江東区

工　場 木更津工場（千葉県）、山梨工場（山梨県）

ティンバラム株式会社
本　社 秋田県南秋田郡

工　場 五城目工場、大館花岡工場、釈迦内工場（以上秋田県）

６. 企業集団の主要拠点（2025年３月31日現在）
(1）総合建材卸売事業

(2）合板製造・木材加工事業
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企業集団の主要拠点

株式会社
ブルケン・マルタマ

本　社 東京都調布市

営業所
調布営業所、多摩営業所、国分寺営業所、西東京営業所（以上東京都）、上越営業所（新
潟県）、長野営業所（長野県）、甲府営業所（山梨県）、坂戸営業所、行田営業所、岩槻
営業所（以上埼玉県）、前橋営業所（群馬県）

株式会社
ハウス・デポ・プラス

本　社 愛知県一宮市

支　店 宮城営業所（宮城県）、埼玉営業所（埼玉県）、大阪営業所（大阪府）、福岡営業所（福
岡県）

株式会社
ブルケン関東

本　社 千葉県習志野市

営業所
習志野営業所、千葉営業所、成田営業所、松戸営業所（以上千葉県）、草加営業所（埼玉
県）、横浜営業所、綾瀬三栄営業所、小田原営業所（以上神奈川県）、沼津営業所、御殿
場営業所（以上静岡県）、江戸川営業所（東京都）

株式会社
ブルケン東日本

本　社 宮城県仙台市

営業所

福島営業所、郡山営業所、会津営業所、いわきダイエイ営業所（以上福島県）、仙台営業
所、原町営業所、白石営業所（以上宮城県）、秋田営業所、横手営業所（以上秋田県）、
寒河江営業所（山形県）、青森営業所、つがる営業所、軽米営業所、上北営業所、十和田
営業所、八戸営業所（以上青森県）、札幌営業所、旭川営業所、小樽営業所、苫小牧営業
所、湧別営業所、紋別営業所、北見営業所（以上北海道）

株式会社
ブルケン・ウエスト

本　社 福岡県宗像市

営業所
福岡営業所、北九州営業所、朝倉営業所、宗像営業所、行橋営業所、飯塚営業所、久留米
営業所（以上福岡県）、大分営業所（大分県）、下関営業所（山口県）、原口建材店（熊
本県）、霧島営業所、鹿児島営業所、鹿屋営業所、北薩営業所（以上鹿児島県）

ＪＫホールディングス
株式会社 本　社 東京都江東区

株式会社
ハウス・デポ・ジャパン 本　社 東京都江東区

(3）総合建材小売事業

(4）その他

－ 26 －



2025/05/29 15:31:53 / 24178803_ＪＫホールディングス株式会社_招集通知_電子提供措置用

使用人の状況

事業セグメント 使用人数 前連結会計年度末比増減
総合建材卸売事業 1,535（448）名 13名増（15名減）

合板製造・木材加工事業 474（ 77）名 12名減（10名減）

総合建材小売事業 1,008（ 55）名 ３名減（14名減）

その他 425（ 65）名 76名増（ ２名増）

合　　計 3,442（645）名 74名増（37名減）

当期末使用人数 前期末比増減 平均年齢 平均勤続年数
158（50）名 １名減（２名増） 41歳10ヶ月 14年11ヶ月

７. 使用人の状況（2025年３月31日現在）
(1）企業集団の使用人の状況

(注) 1. 使用人数は就業人員であり、臨時雇用者数は、年間の平均人員を（　）内に外数で記載しております。
2. 使用人数が前連結会計年度末に比べて、74名増加いたしましたのは、主として株式会社大和ビケサービスを連結子会社としたことによるも
のです。

(2）当社の使用人の状況

(注) 使用人数は就業人員であり、臨時雇用者数は、年間の平均人員を（　）内に外数で記載しております。
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主要な借入先の状況、株式の状況、新株予約権等の状況

借入先 借入金残高（百万円）
株式会社みずほ銀行 6,963百万円
株式会社商工組合中央金庫 6,206百万円
株式会社三井住友銀行 4,911百万円
株式会社りそな銀行 1,616百万円
株式会社東日本銀行 1,558百万円
農林中央金庫 1,316百万円

８. 主要な借入先の状況（2025年３月31日現在）

Ⅱ 会社の現況

(1）発行可能株式総数 70,000,000株
(2）発行済株式の総数 31,040,016株

（自己株式2,136,911株を含む。）
(3）株主数 7,524名

株主名 持株数（千株） 持株比率（%）
吉野石膏株式会社 4,296千株 14.87％
𠮷田　繁 2,269 7.85
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 2,218 7.68
ＪＫホールディングス従業員持株会 1,974 6.83
三井物産株式会社 1,679 5.81
ＳＭＢ建材株式会社 1,517 5.25
伊藤忠建材株式会社 1,104 3.82
公益財団法人ＰＨＯＥＮＩＸ 1,030 3.56
𠮷田　隆 711 2.46
株式会社日本カストディ銀行（信託口） 492 1.70

１. 株式の状況（2025年３月31日現在）

(4）大株主（上位10名）

(注) 1. 当社は自己株式2,136千株保有しておりますが、上記大株主からは除外しております。
2. 持株比率は自己株式を控除して計算しております。

２. 新株予約権等の状況（2025年３月31日現在）
　該当事項はありません。
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会社役員に関する事項

地　位 氏　名 担当及び重要な兼職の状況
代表取締役社長 青木慶一郎

常務取締役 𠮷田　　輝 経営企画本部長兼グループ経営企画室長兼サステナビリティ推進室長

取締役 小川　明範 ジャパン建材㈱代表取締役社長執行役員

取締役 小柳　龍雄 ジャパン建材㈱取締役副社長執行役員

取締役 舘崎　和行 経営管理本部長兼財務経理部財務担当部長

取締役特別顧問 𠮷田　　隆

取締役（常勤監査等委員） 田端　裕和

取締役（常勤監査等委員） 太田　孝三

取締役（監査等委員） 小林　慎一 小林公認会計士事務所代表

取締役（監査等委員） 田中　秀明

取締役（監査等委員） 谷内　　豊

取締役（監査等委員） 松田　昭博

氏　名 異動後の地位 異動後の担当及び重要な兼職の状況 異動年月日

𠮷田　輝 代表取締役専務 経営企画本部長兼グループ経営企画室長
兼サステナビリティ推進室長 2025年４月１日

３. 会社役員に関する事項
(1）取締役の状況（2025年３月31日現在）

(注)１．情報収集や監査の実効性を高めることを目的として、常勤の監査等委員を置いております。
２．取締役（監査等委員）小林慎一氏、田中秀明氏、谷内豊氏及び松田昭博氏は、社外取締役であります。
３．取締役（常勤監査等委員）太田孝三氏は、子会社の管理本部長及び代表取締役を経験しており、取締役（常勤監査等委員）田端裕和氏は、金

融機関の要職を歴任後、子会社の管理担当取締役を経験する等、財務及び会計に関する相当程度の知見を有しております。また、社外取締役
（監査等委員）小林慎一氏は、公認会計士の資格を有し、財務及び会計に関する高度な専門的知識を、社外取締役（監査等委員）田中秀明氏
は、金融機関の要職を歴任後、企業の社長及び非常勤監査役等を経験する等、経営及び財務に相当な知見を、社外取締役（監査等委員）谷内
豊氏は、金融機関出身であり海外勤務を経験するなど国際的な知見を有し、企業の取締役等経験しており、社外取締役（監査等委員）松田昭
博氏は、金融機関の要職を歴任後、上場会社の取締役や企業の国際部門を経験する等、国際的な経営及び財務に相当な知見を有しておりま
す。

４．当社は、社外取締役４名全員を東京証券取引所の定めに基づく独立役員として指定し、同取引所に届け出ております。
５．2025年４月１日以降の取締役の異動は次の通りであります。
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(2）責任限定契約の内容の概要
　当社と監査等委員である取締役は、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条第１項の損害賠償責任を
限定する契約を締結しております。当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、法令が定める額としております。な
お、当該責任限定が認められるのは、当該取締役が責任の原因となった職務の遂行について善意でかつ重大な損失が
ない時に限られます。

(3）補償契約の内容の概要等
　当社は、取締役青木慶一郎氏、𠮷田輝氏、小川明範氏、小柳龍雄氏、舘崎和行氏、𠮷田隆氏、監査等委員である取
締役田端裕和氏、太田孝三氏、小林慎一氏、田中秀明氏、谷内豊氏及び松田昭博氏との間で、会社法第430条の２第
１項に規定する補償契約を締結しており、同項第１号の費用及び同項第２号の損失を法令に定める範囲内において当
社が補償することとしております。ただし、当該補償契約によって会社役員の職務執行の適正性が損なわれないよう
にするため、職務を行うにつき悪意または重大な過失があったことにより責任を負う場合には補償の対象としないこ
ととしております。

(4）役員等賠償責任保険契約の内容の概要等
　当社は、取締役（社外取締役を含む。）、管理職従業員及び子会社役員を被保険者として、会社法第430条の３第
１項に規定する役員等賠償責任保険（D&O保険）契約を保険会社との間で締結しております。被保険者が負担する
ことになる法律上の損害賠償金、争訟費用を当該保険契約により塡補することとしております。被保険者の職務の執
行の適正性が損なわれないようにするための措置として、被保険者による犯罪行為等に起因する損害等については、
塡補の対象外としております。保険料は全額当社が負担しております。

(5）取締役の報酬等
① 役員報酬等の内容の決定に関する方針等
a. 報酬の決定に関する方針
　当社の役員報酬は、全役員を対象とする固定報酬と取締役（監査等委員である取締役を除く。）を対象とす
る業績連動報酬によって構成されており、これらの報酬の額又はその算定方法の決定に関する方針等を、取締
役会が定めた内規において次のように定めています。
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期初計画(百万円) 実　績(百万円) 前年実績(2023年)(百万円)
売上高 400,000 388,910 407,022
経常利益 8,000 8,670 10,300

親会社株主に帰属する当期純利益 5,000 5,049 6,686

・固定報酬の基準となる額は、取締役（監査等委員である取締役を除く。）及び監査等委員である取締役に
対して、その区分ごとに、社外の調査結果などをベンチマークとして決定

・業績連動報酬の基準となる額は、取締役（監査等委員である取締役を除く。）に対して固定報酬額の２分
の１を目安に、売上及び利益等の計画及び前年度実績との比較などを通じた全社業績評価及び全社業績に
対する個人の貢献を加味して決定

b. 報酬等の決定方法等
　上記方針の下で、個々の取締役（監査等委員である取締役を除く。）ごとの具体的な固定報酬及び業績連動
報酬の金額については、監査等委員である取締役を主な構成員とする任意の指名・報酬委員会で審議し決定し
ます。指名・報酬委員会の活動状況については、都度、取締役会に報告されます。固定報酬は毎月均等に支払
い、業績連動報酬は毎年度一定の期間に一括して支払います。
　また、指名・報酬委員会は、監査等委員である取締役の報酬に関して、取締役（監査等委員である取締役を
除く。）の報酬と同様の手法をもってその原案を決定し、監査等委員会に報告します。個々の監査等委員であ
る取締役ごとの具体的な固定報酬の金額は、監査等委員の協議によって決定します。
　なお、取締役のうち子会社であるジャパン建材株式会社の業務執行取締役を兼任する者の報酬は同社が負担
することとしており、当社は当該取締役に対する報酬を一切負担していません。

c. 業績連動報酬に関する事項
　業績連動報酬等にかかる業績指標は、売上及び利益等の計画及び前年度実績との比較とし、その実績は下記
表になります。当該指標については、業績向上に対する意識を高めさせるため業績指標を反映した業績連動報
酬としております。
※2024年３月期（前連結会計年度）
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区　分 報酬等の総額
（百万円）

報酬等の種類別の総額（百万円） 対象となる
役員の員数
（名）基本報酬 業績連動報酬等 退職慰労金

取締役（監査等委員を除く）
(うち社外取締役)

138
(－)

90
(－)

44
(－)

3
(－)

3
(－)

取締役（監査等委員）
(うち社外取締役)

38
(19)

38
(19)

－
(－)

－
(－)

6
(4)

合計
(うち社外役員)

177
(19)

129
(19)

44
(－)

3
(－)

9
(4)

地　位 氏　名 兼任先及び兼任内容 兼職の内容
社外取締役
（監査等委員） 小林　慎一 小林公認会計士事務所 代表

d. 当事業年度に係る取締役の報酬等の内容が方針に沿うものであると取締役会が判断した理由
　取締役会は、当事業年度に係る取締役の報酬等について、指名・報酬委員会から取締役会において定められ
た報酬等の決定方針に沿って決定した旨の報告を受けており、その決定方法は取締役会の方針に沿うものであ
ると判断しております。

② 当事業年度に係る報酬等の額

(注）１. 役員報酬等に関する株主総会の決議年月日は、2023年６月28日であり、その決議内容は、取締役（監査等委員である取締役を除く。）
６名に対し報酬限度額が年額600百万円以内、取締役（監査等委員）６名に対し報酬限度額が年額80百万円以内です。また、この報酬限
度とは別に、譲渡制限付株式の付与のために支給する金銭報酬債権の限度を取締役６名（社外取締役及び監査等委員である取締役を除
く。）に対し年額30百万円とする旨、2023年6月28日の株主総会で決議いただいており、個々の取締役への支給時期及び配分について
は、取締役会にて決定することとしています。

２.取締役の報酬等の総額には、使用人兼取締役の使用人分給与は含まれておりません。
３.取締役会は、委員長を取締役特別顧問𠮷田隆氏、委員を社外取締役（監査等委員）田中秀明氏、谷内豊氏が務める指名・報酬委員会に対
し各取締役の基本報酬及び社外取締役を除く各取締役の担当部門の業績等を踏まえた賞与の評価配分の決定を委任しております。委任し
た理由は、過半数を社外取締役が務め、客観性・透明性を確保できるものと考え、評価を行うには指名・報酬委員会が適していると判断
したためであります。

４.退職慰労金は、当事業年度に計上した役員退職慰労引当金繰入額であります。なお、役員退職慰労金制度は、2024年6月26日開催の定時
株主総会終結の時をもって廃止しております。

③ 当事業年度に支払った役員退職慰労金
　該当事項はありません。

(6）社外役員に関する事項
① 社外役員の重要な兼職の状況等

(注) 当社は、小林公認会計士事務所との間に重要な取引関係はありません。
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区　分 氏　名 出席状況、発言状況及び社外役員に期待される役割に関して行った職務の概要

社外取締役
（監査等委員） 小林　慎一

当事業年度開催の取締役会には、23回のうち22回出席、監査等委員会には14回の全て
に出席しております。
公認会計士としての専門的見地から、取締役会において、取締役会の意思決定の妥当
性・適正性を確保するための発言をしております。また、監査等委員会において、当社
グループの内部監査等について適宜、必要な発言をしております。

社外取締役
（監査等委員） 田中　秀明

当事業年度開催の取締役会には、23回のうち22回出席、監査等委員会には14回の全て
に出席しております。
金融機関での経験を活かし、金融・財務・企業統治等の専門的な立場から、業務執行を
行う経営陣に対し独立した客観的視点で、助言を行うなど、意思決定の妥当性・適正性
を確保するための適切な役割を果たしております。また、指名・報酬委員会の委員を委
嘱されており、客観的・中立的立場で当社の役員報酬等の決定過程における監督機能を
担っております。

社外取締役
（監査等委員） 谷内　　豊

当事業年度開催の取締役会には、23回のうち22回出席、監査等委員会には14回の全て
に出席しております。
金融機関での経験を活かし、金融・財務・企業統治等の専門的な立場から、業務執行を
行う経営陣に対し独立した客観的視点で、助言を行うなど、意思決定の妥当性・適正性
を確保するための適切な役割を果たしております。また、指名・報酬委員会の委員を委
嘱されており、客観的・中立的立場で当社の役員報酬等の決定過程における監督機能を
担っております。

社外取締役
（監査等委員） 松田　昭博

当事業年度開催の取締役会には、23回のうち22回、監査等委員会には14回のうち13回
出席しております。
金融機関での経験を活かし、金融業に関する豊富な知識と様々な分野の高い見識から、
業務執行を行う経営陣から独立した客観的視点で、必要に応じ発言をしております。ま
た、監査等委員会において、監査の方法その他監査等委員の職務の執行に関する事項に
ついて必要に応じ発言をしております。

② 社外役員の主な活動状況
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支払額（百万円）

① 当事業年度に係る会計監査人の報酬等 48

② 当社及び当社子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額 75

４. 会計監査人の状況
(1）名称　　　PwC Japan有限責任監査法人

(2）会計監査人に対する報酬等の額

(注) 1. 当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査の監査報酬等の額を明確に区分しておら
ず実質的にも区分できませんので、①の報酬等の額にはこれらの合計額を記載しております。

2. 監査等委員会は、取締役、社内関係部署及び会計監査人より必要な資料の入手と報告を受けた上で、当事業年度の監査計画の内容及び報酬
額の見積もりの妥当性を検討した結果、会計監査人の報酬等につき、会社法第399条第１項の同意を行いました。

(3）会計監査人の解任または不再任の決定方針
　監査等委員会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必要があると判断した場合は、株主総会に提
出する会計監査人の解任または不再任に関する議案の内容を決定いたします。
　また、監査等委員会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると認められる場合は、監
査等委員全員の同意に基づき監査等委員会が、会計監査人を解任いたします。この場合、監査等委員会が選定した監
査等委員は、解任後最初に招集される株主総会におきまして、会計監査人を解任した旨と解任の理由を報告いたしま
す。

－ 34 －



2025/05/29 15:31:53 / 24178803_ＪＫホールディングス株式会社_招集通知_電子提供措置用

剰余金の配当等の決定に関する方針

５. 剰余金の配当等の決定に関する方針
　当社は、企業体質の強化と今後の事業拡大に必要な内部留保の充実を図るとともに、株主各位への安定的かつ継続
的な利益還元を経営の最重要課題の一つとして位置付け、収益の状況や経済金融情勢、今後の事業展開等を総合的に
勘案した上で、記念増配を実施したほか、自己株式の取得による株主還元などを行ってまいりました。
　今後は、利益配分に関する基本方針及び配当に関する数値目標を以下に掲げますようにより明確な形でお示しする
ことといたしました。
【利益配分に関する基本方針】
累進配当制を採用し安定配当を継続することを基本としつつ、業績に対応した株主還元の充実に努めてまいりま
す。
【配当に関する数値目標】
・新中期経営計画期間中の配当性向は30％以上を目安とします
・新中期経営計画最終年度のＤＯＥ（純資産配当率）は３％を目指します

　なお、新中期経営計画期間のキャピタルアロケーションも別途定めており、営業キャッシュ・フローを原資に、Ｍ
＆ＡやＩＴ・設備投資などの成長投資に充当するほか、株主還元の拡充、有利子負債の削減等財務基盤の強化に活用
いたします。
　当期の配当につきましては、期初予想通り、１株当たり第２四半期末配当20円、期末配当25円の合計45円とし、
前期実績40円から５円の増配となります。
　次期の配当につきましては、上記記載の基本方針等に沿って、１株当たり第２四半期末配当を25円、期末配当を
30円の合計55円を予定しており、当期比10円の増配を予定しております。
　なお、新中期経営計画にあわせて、上記の株主還元策を含むキャピタルアロケーションや資本コストを踏まえたＲ
ＯＥ（自己資本利益率）の目標、ＤＥレシオ（負債資本倍率）や自己資本比率を用いたバランスシートの管理の方針
等を「資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応について」として取りまとめ、当社ホームページに開示
しておりますので、あわせてご覧ください。
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連結貸借対照表（2025年３月31日現在） (単位：百万円)

科目 金額 科目 金額

資産の部
流動資産
現金及び預金
受取手形、売掛金及び契約資産
電子記録債権
商品及び製品
仕掛品
原材料及び貯蔵品
その他
貸倒引当金

固定資産
有形固定資産
建物及び構築物
機械装置及び運搬具
土地
リース資産
建設仮勘定
その他
無形固定資産
のれん
その他
投資その他の資産
投資有価証券
破産更生債権等
賃貸不動産
退職給付に係る資産
繰延税金資産
その他
貸倒引当金　

149,625
50,704
59,541
20,301
14,030
758
2,108
2,342
△162
73,342
61,359
13,795
1,800
44,512
521
484
245
2,013
675
1,337
9,970
4,454
228
1,581
474
682
2,813
△264　

負債の部
流動負債 136,150
支払手形及び買掛金 51,891
電子記録債務 55,937
短期借入金 8,718
１年内返済予定の長期借入金 6,829
コマーシャル・ペーパー 3,000
リース債務 388
未払法人税等 1,716
契約負債 344
賞与引当金 1,561
役員賞与引当金 122
資産除去債務 158
その他 5,482
固定負債 21,110
長期借入金 12,635
リース債務 656
繰延税金負債 1,983
再評価に係る繰延税金負債 1,577
退職給付に係る負債 834
役員退職慰労引当金 300
その他 3,121
負債合計 157,261
純資産の部
株主資本 61,325
資本金 3,195
資本剰余金 6,691
利益剰余金 53,219
自己株式 △1,780
その他の包括利益累計額 2,285
その他有価証券評価差額金 1,619
繰延ヘッジ損益 △10
土地再評価差額金 294
退職給付に係る調整累計額 381
非支配株主持分 2,096
純資産合計 65,707

資産合計 222,968 負債及び純資産合計 222,968

連結計算書類

(注) 記載金額は、百万円未満を切捨てて表示しております。
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連結損益計算書

連結損益計算書（2024年４月１日から2025年３月31日まで） (単位：百万円)

科目 金額
売上高 393,258
売上原価 345,800
売上総利益 47,457

販売費及び一般管理費 40,099
営業利益 7,358

営業外収益
受取利息及び配当金 179
仕入割引 288
不動産賃貸料 231
その他 329 1,028

営業外費用
支払利息 355
その他 234 590
経常利益 7,797

特別利益
固定資産売却益 75
投資有価証券売却益 7
負ののれん発生益 56 139

特別損失
固定資産売却損 0
固定資産除却損 39
減損損失 184
役員退職慰労金 102 327
税金等調整前当期純利益 7,609
法人税、住民税及び事業税 3,317
法人税等調整額 △54 3,262
当期純利益 4,347
非支配株主に帰属する当期純利益 64
親会社株主に帰属する当期純利益 4,283

(注) 記載金額は、百万円未満を切捨てて表示しております。
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貸借対照表

貸借対照表（2025年３月31日現在） (単位：百万円)

科目 金額 科目 金額

資産の部
流動資産
現金及び預金
前払費用
未収入金
関係会社短期貸付金
その他
貸倒引当金

固定資産
有形固定資産
建物
構築物
船舶
車両運搬具
工具、器具及び備品
土地
リース資産
建設仮勘定
無形固定資産
借地権
ソフトウェア
リース資産
施設利用権
投資その他の資産
投資有価証券
関係会社株式
出資金
関係会社出資金
長期貸付金
敷金
その他
貸倒引当金　

8,260
2,956
176
763
6,817
36

△2,490
59,632
39,269
7,497
405
0

108
146

30,633
461
17

1,219
429
222
515
51

19,143
3,677
14,698
261
118
1

112
291
△18　

負債の部
流動負債 26,219
短期借入金 15,650
コマーシャル・ペーパー 3,000
１年内返済予定の長期借入金 5,850
リース債務 351
未払金 674
未払費用 148
未払法人税等 48
未払消費税等 155
預り金 159
賞与引当金 101
役員賞与引当金 40
その他 40

固定負債 14,561
長期借入金 10,303
リース債務 625
退職給付引当金 215
再評価に係る繰延税金負債 1,571
繰延税金負債 1,344
その他 501

負債合計 40,780
純資産の部
株主資本 25,377
資本金 3,195
資本剰余金 6,708
資本準備金 6,708
利益剰余金 17,254
利益準備金 489
その他利益剰余金 16,764
固定資産圧縮積立金 1,472
別途積立金 11,900
繰越利益剰余金 3,391
自己株式 △1,780

評価・換算差額等 1,733
その他有価証券評価差額金 1,448
土地再評価差額金 285
純資産合計 27,111

資産合計 67,892 負債及び純資産合計 67,892

計算書類

(注) 記載金額は、百万円未満を切捨てて表示しております。
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損益計算書

損益計算書（2024年４月１日から2025年３月31日まで） (単位：百万円)

科目 金額

営業収入 8,027
営業費用 4,919
　営業利益 3,107
営業外収益
　　受取利息及び配当金 192
　　生命保険配当金 24
　　その他 15 233
営業外費用
　　支払利息 353
　　貸倒引当金繰入額 1,434
　　その他 13 1,801
　経常利益 1,539
特別利益
　　固定資産売却益 51 51
特別損失
　　固定資産売却損 0
　　固定資産除却損 30
　　減損損失 1
　　関係会社株式評価損 29
　　役員退職慰労金 69 131
　税引前当期純利益 1,459
　法人税、住民税及び事業税 △18
　法人税等調整額 28 10
　当期純利益 1,449
(注) 記載金額は、百万円未満を切捨てて表示しております。
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告

PwC Japan有限責任監査法人
東京事務所
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 浦 上 卓 也
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 伊 藤 健 一

独立監査人の監査報告書
2025年５月27日

ＪＫホールディングス株式会社
取締役会　御中

　
監査意見
　当監査法人は、会社法第444条第4項の規定に基づき、ＪＫホールディングス株式会社の2024年4月1日から2025年3月31日までの連結
会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。
　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、ＪＫホールディングス株
式会社及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示してい
るものと認める。
監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準における当監査法人の責任
は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社
及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分
かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
強調事項
　重要な後発事象に関する注記に記載されているとおり、会社は、2025年4月7日開催の取締役会において、自己株式の取得に係る事項につ
いて決議し、2025年4月8日に自己株式の取得を実施している。
　当該事項は、当監査法人の意見に影響を及ぼすものではない。
その他の記載内容
　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示することにある。また、監査
等委員会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
　当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその他の記載内容に対して意見
を表明するものではない。
　連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記載内容と連結計算書類又
は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内
容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。
　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を報告することが求められて
いる。
　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

監査報告

連結計算書類に係る会計監査人の監査報告
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告

連結計算書類に対する経営者及び監査等委員会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類を作成し適正に表示することにあ
る。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整
備及び運用することが含まれる。
　連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成することが適切であるかどうかを評価し、我が
国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する
責任がある。
　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
連結計算書類の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤謬による重要な虚偽表示がないかどうかにつ
いて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から連結計算書類に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬
により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、連結計算書類の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要
性があると判断される。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職
業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手続を立案し、実施す
る。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・　連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評価の実施に際し
て、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及び関連する注記事項
の妥当性を評価する。

・　経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づき、継続企業の前
提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重
要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において連結計算書類の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する連
結計算書類の注記事項が適切でない場合は、連結計算書類に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、
監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性があ
る。

・　連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠しているかどうかとともに、
関連する注記事項を含めた連結計算書類の表示、構成及び内容、並びに連結計算書類が基礎となる取引や会計事象を適正に表示している
かどうかを評価する。

・　連結計算書類に対する意見表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ適切な監査証拠を入手するために、連
結計算書類の監査を計画し実施する。監査人は、連結計算書類の監査に関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独
で監査意見に対して責任を負う。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制の重要な不備を含む監査上の
重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。
　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響
を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減する
ためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。
利害関係
　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
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計算書類に係る会計監査人の監査報告

PwC Japan有限責任監査法人
東京事務所
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 浦 上 卓 也
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 伊 藤 健 一

独立監査人の監査報告書
2025年５月27日

ＪＫホールディングス株式会社
取締役会　御中

　
監査意見
　当監査法人は、会社法第436条第2項第1号の規定に基づき、ＪＫホールディングス株式会社の2024年4月1日から2025年3月31日までの
第79期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書（以下「計
算書類等」という。）について監査を行った。
　当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、当該計算書類等に係る期間
の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。
監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準における当監査法人の責任
は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社か
ら独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証
拠を入手したと判断している。
強調事項
　重要な後発事象に関する注記に記載されているとおり、会社は、2025年4月7日開催の取締役会において、自己株式の取得に係る事項につ
いて決議し、2025年4月8日に自己株式の取得を実施している。
　当該事項は、当監査法人の意見に影響を及ぼすものではない。
その他の記載内容
　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示することにある。また、監査
等委員会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
　当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその他の記載内容に対して意見を
表明するものではない。
　計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記載内容と計算書類等又は当
監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に
重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。
　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を報告することが求められて
いる。
　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

計算書類に係る会計監査人の監査報告

－ 42 －



2025/05/29 15:31:53 / 24178803_ＪＫホールディングス株式会社_招集通知_電子提供措置用

計算書類に係る会計監査人の監査報告

計算書類等に対する経営者及び監査等委員会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類等を作成し適正に表示することにある。
これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び
運用することが含まれる。
　計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが適切であるかどうかを評価し、我が国に
おいて一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任
がある。
　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
計算書類等の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬による重要な虚偽表示がないかどうかについ
て合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算書類等に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬によ
り発生する可能性があり、個別に又は集計すると、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があ
ると判断される。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職
業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手続を立案し、実施す
る。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・　計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評価の実施に際して、
状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及び関連する注記事項
の妥当性を評価する。

・　経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づき、継続企業の前提
に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要
な不確実性が認められる場合は、監査報告書において計算書類等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する計算書
類等の注記事項が適切でない場合は、計算書類等に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告
書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠しているかどうかとともに、関
連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計算書類等が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどう
かを評価する。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制の重要な不備を含む監査上の
重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。
　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響
を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減する
ためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
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監査役会の監査報告

監　査　報　告　書

　当監査等委員会は、2024年４月１日から2025年３月31日までの第79期事業年度における取締役の職務の執行を監査いたしました。
その方法及び結果について以下のとおり報告いたします。

１. 監査の方法及びその内容
　監査等委員会は、会社法第399条の13第１項第１号ロ及びハに掲げる事項に関する取締役会決議の内容並びに当該決議に基づき整
備されている体制（内部統制システム）について取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要
に応じて説明を求め、意見を表明するとともに、下記の方法で監査を実施いたしました。
①　監査等委員会が定めた監査の方針、職務の分担等に従い、会社の内部統制部門と連携の上、重要な会議に出席し、取締役及び使用

人等からの職務の執行の関する事項の報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所に
おいて業務及び財産の状況を調査いたしました。また、子会社については、子会社の取締役及び監査役等と意思疎通及び情報の交換
を図り、必要に応じて子会社からの事業の報告を受けました。

②　会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するとともに、会計監査人からその職務の
執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保す
るための体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（企業会計審議会）等に従って整備し
ている旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。

　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書
及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記
表）について検討いたしました。

監査等委員会の監査報告
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監査役会の監査報告

ＪＫホールディングス株式会社 監査等委員会

常勤監査等委員 田 端 裕 和  ㊞
常勤監査等委員 太 田 孝 三  ㊞
監査等委員（社外取締役） 小 林 慎 一  ㊞
監査等委員（社外取締役） 田 中 秀 明  ㊞
監査等委員（社外取締役） 谷 内 　 豊  ㊞
監査等委員（社外取締役） 松 田 昭 博  ㊞

２. 監査の結果
(1) 　事業報告等の監査結果

①　事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認めます。
②　取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認められません。
③　グループ各社を含めた内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制システムに

関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められません。
(2) 計算書類及びその附属明細書の監査結果

会計監査人PwC Japan有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。
(3) 連結計算書類の監査結果

会計監査人PwC Japan有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

2025年５月27日

以上
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株主総会会場ご案内図

株主総会会場ご案内図

日　時 2025年６月26日（木曜日）午前10時（受付開始 午前９時）

会　場 当社本店　新木場タワー１階　大ホール
東京都江東区新木場一丁目７番22号　TEL：03-5534-3800

首都高速湾岸線

有楽町線
京葉線・武蔵野線りんかい線

N

新木場駅

株主総会会場
当社本店 新木場タワー１階

大ホール

交　通
JR

新木場駅下車 徒歩約７分
東京臨海高速鉄道
東京メトロ

京葉線 武蔵野線
有楽町線

りんかい線
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